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（1）はじめに 

十勝沖から択捉島沖までの千島海溝沿いの地域では、過去に大地震が数多く発生している．2004 年 11 月 29 日

に、北海道釧路沖の深さ約 40km において M（JMA）7.1 の地震が発生した．この地震のメカニズムは北西-南東圧縮

の逆断層型であり、プレート境界で発生した地震と考えられる．余震活動は、本震を取り囲むように発生し，2005

年 1 月 31 までに M（JMA）5.5 を越える余震が 5 個発生している．今回の地震の周辺では，2003 年 9 月 26 日にも

十勝沖地震が発生した．松原・他（2003,地震学会）では，十勝沖地震の震源域やその周辺における相似地震活動

を調べ，十勝沖地震の震源域や余効すべり領域では，地震前の 10 年間に渡ってプレート間すべりが極端に小さかっ

たことがわかった． 

本研究では，2004 年 11 月 29 日の釧路沖地震の震源域近傍のプレート間すべりの時空間における変化を調べる

ために，相似地震解析を行った．さらに，松原他（2004, 地震学会）による北海道大学地震観測網のデータの解析

結果とあわせて，すべり履歴を推定した． 

 

（2）データ・手法 

本研究では北海道大学地震観測網により観測された 1994 年 1月 1日～2003 年 12月 31日のマグニチュード 3以

上の地震 21,178 個と，防災科研 Hi-net で観測された 2000 年 10 月 1 日～2004 年 12 月 31 日の期間から，マグニ

チュード 2 以上の地震 18,130 個についてそれぞれ相似地震解析を行った．解析対象の領域は Matsubara et al. 

(2005)の 2003 年十勝沖地震の震源域における相似地震活動の解析と同じく，北緯 40°～45°，東経 141°～148°

とした． 

震央距離差が 50km 未満の地震の組を選び出す（北大 : 22,538,010 組，Hi-net : 9,142,761 組）．次に，P波が

読み取られている震央距離が300km未満の全観測点の上下動成分の波形に1～8Hzのバンドパスフィルターをかけ，

P 波の初動到達 1 秒前から 40 秒間、または P 波の初動 1 秒前から S 波到達後 5 秒までを切り出して相互相関係数

を計算する．3 観測点以上で相関係数が 0.95 以上を記録した組を相似地震の候補として抽出した． 

 

（3）結果 

釧路沖地震の震源（東経 145.28°・北緯 42.94°）を含む，0.3°x0.3°の領域（東経 145.1～145.4°・北緯

42.8～43.1°）と、その東西の 0.3°x0.3°（東経 144.8～145.1°・東経 145.4～145.7°）の領域について着目

した．ほとんど全ての余震がこの領域内で発生している．この 3 領域では，北大データからは 25 組の相似地震グ

ループを形成する 59 個の相似地震が，Hi-net データからは 56 組の相似地震グループを形成する 146 個の相似地

震が抽出された． 

マグニチュードからモーメントに変換し，Nadeau and Johnson（1998）の関係式を用いてすべり量に変換し，

これらの領域の平均すべり履歴を推定した．釧路沖地震の西側の領域は，十勝沖地震の余震域や余効すべり領域の

近傍である．この領域のすべり速度は、2003 年十勝沖地震前の約 10 年間は 1.1cm/年であったのに対し、十勝沖地

震後の 4 ヶ月間で急速に約 10cm すべった．その後すべり速度は減速していたが，釧路沖地震後は再び急激にすべ

り，一ヶ月間で 20cm 以上すべっている．一方、釧路沖地震の震源域では、十勝沖地震の前後を通じてすべり速度

は 0.5cm/年であったが，釧路沖地震発生後の一ヶ月間では，約 28cm すべっている．釧路沖地震の東側では，10

年間に渡って約 4cm/年ですべっており，十勝沖地震後も加減速はなかった．しかし，釧路沖地震後は一ヶ月間で

約 25cm すべった． 


